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様々な分野で活躍され、表彰された町民の方々を紹介します
�K�M�o

��

　農林水産省・全国担い手育成総合支援協議会共催の

平成30年度全国優良経営体表彰担い手づくり部門で、

渡辺誠一さんが最高賞の農林水産大臣賞を受賞しまし

た。

　渡辺さんはスモモをはじめモモやリンゴなどの果

樹、水稲、シイタケを栽培。スモモについては14以上

の新品種系統を育成しブランド化を図ることで他の産

地との差別化を実現しました。

　また、渡辺さんが中心となり、農家自らが県内外か

ら新規就農希望者を受け入れて組織的に育成する「大

江町就農研修生受入協議会（ＯＳＩＮの会）」を平成

25年に設立。さらに、ＯＳＩＮの会と町が連携して新

規就農者用の住居や共同利用機械・施設の整備を進め

たこともあり、その間、研修生12名が新規就農者とし

て独立。他市町村でも新規就農者の受入協議会が発足

するなど、担い手育成・定着の手法のモデルとなって

います。
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　地域の環境を生かし優れた経営をおこなっている農

業者などを表彰する平成30年度山形県ベストアグリ賞

に、大江西瓜部会（部会長・清水利夫さん・諏訪原）

が選ばれました。

　大江西瓜部会は平成７年に発足し、13人のスイカ栽

培農家が所属しています。部会独自の密閉栽培方法に

よってつる管理の労力を大幅に軽減するなど、数々の

工夫を重ねた栽培を実践。また、土づくりや環境への

配慮を組み入れた栽培マニュアルを作成し、新たな栽

培者が早期に技術を習得できるようにしたことも評価

されました。

��
R�ú�÷�å�S�•���]�Õ�µ�Ä�ž�¬�æ	Æ

　認知症などで道に迷っているとみられる高齢者へ

の対応方法を学ぶ「認知症見守り声かけ訓練」が、

11月29日に中央公民館でおこなわれました。この訓

練は、高齢者が安心できる地域づくりのため、関係

団体とともに町が今年初めて実施したものです。

　訓練には区長や民生児童委員、各種団体、一般町

民など約70人が参加。参加者はグループに分かれ、

高齢者役の担当者に座るように優しく促したりしな

がら、本人の状況や情報を確認し、家族などに連絡

するまでの流れを体験しました。

�Ù�K�˜�o�c���`�X
`�T�Z�›
�y�™�Ý�Œ	±�_	��“
`�T�Z���Å�™

9・広報おおえ



　月が丘地区では、住民の皆さんの自主活動とし

て今年４月から毎週月曜日に「いきいき百歳体

操」がおこなわれています。この体操は、ＤＶＤ

を見ながらおこなう簡単な介護予防体操で、高齢

者の「通いの場」づくりのきっかけとしても広く

活用されています。

　月が丘公民館で実施されている体操には、毎回

十数名の皆さんが自主的に参加しています。参加

者の一人は「家ではなかなかできない運動も、こ

うしてみんなで集まれば続けられるので、良いこ

とだと思います」と話していました。

　大江ロータリークラブの交換留学生として本町

を訪れているブラジル出身のナオミ・ヒロセさん

が、11月30日に左沢小学校で一日体験入学をしま

した。ナオミさんは現在左沢高校２年生として学

校生活を送りながらさまざまな活動に参加してお

り、この日は左沢小学校の各学年の児童たちと一

緒に工作や運動などをして交流しました。

　５校時目には、５・６年生の児童たちにブラジ

ルの地理や文化などについて解説。ナオミさんの

母校の様子が写真で紹介されると、日本との違い

に子どもたちは驚きの声をあげていました。

　楽しみながら英語力を養う特別授業「インター

ナショナル・デイ」が、11月23日に左沢高校でお

こなわれました。この授業は近隣の高校と提携す

るキャンパス制活動の一つとして実施されたもの

で、県内各地から９人の外国語指導助手（ＡＬ

Ｔ）が集まり、左沢高校と寒河江工業高校の生徒

20人のほか、町内の小学生６人も参加しました。

　参加者は、英語のヒントをもとに絵の内容を当

てるゲームや、英語で会話しながらの料理づくり

などに挑戦。ＡＬＴや他の参加者と交流しなが

ら、英会話を楽しく学んでいました。

　大江町ママさんバレーボール大会が、12月２日

に体育センターで開催されました。ちょうど50回

目を迎える今大会には、各地域でバレーボールを

楽しんでいる７チーム77人がエントリー。９人制

ルールで２つのグループに分かれてのリーグ方式

で勝敗を競いました。

　リーグ戦ではどの試合も互いのチームワークを

生かした好ゲームが展開され、応援も白熱。各グ

ループで１位となった本郷東とレディースＦＵＪ

ＩＴＡの決勝戦は、フルセットの熱戦の末、本郷

東が昨年に続いて栄冠を手にしました。

11
23 国と年齢を越えて交流

11
19 ご近所みんなで百歳体操

12
２ ママさんチームの結束光る

11
30 文化の違いにびっくり！
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　町社会福祉協議会による「みんなの茶の間普及

啓発フェア」が、12月２日にふれあい会館で開か

れました。このフェアは、高齢者が集まって楽し

む居場所づくりを進めるために企画され、第１部

では支え合う仕組み作りアドバイザーの河田珪子

さん（新潟市）による講演がおこなわれました。

　第２部では、かつて流行した「歌声喫茶」の元

祖・新宿うたごえ喫茶「ともしび」のメンバー

が、往年の名曲を演奏。来場した皆さんも思い出

の曲の数々を一緒に歌い、会場内には昔を偲ばせ

るメロディが響きわたっていました。

　町子ども会育成会連合会による「子ども会クリ

スマスパーティ」が12月９日に中央公民館で開か

れ、町内の小学生16人が参加しました。子どもた

ちは２つのグループに分かれ、２本のクリスマス

ツリーに色とりどりの飾りつけをおこない、エン

トランスと図書館内に設置しました。

　その後、白川清江さん（伏熊）の指導でクリス

マスケーキ作りに挑戦。子どもたちは形を整える

のに苦労しながらスポンジケーキに生クリームを

塗り、ホイップとイチゴをあしらってオリジナル

のケーキを完成させていました。

　大江町・西川町スポーツ少年団交流会が、12月

９日に体育センターで開催されました。この交流

会は、両町のスポーツ少年団で練習に励む子ども

たちの交流を目的に、両町の会場で１年ごとに交

互に開かれているもので、今回で３回目の実施と

なります。

　この日は合わせて42人の子どもたちが参加し、

吹き矢やフライングディスクなど４種目の競技に

チャレンジ。普段とはひと味違った競技に、子ど

もたちはリラックスしながらも高得点を目指して

何度も挑戦していました。

　子どもたちの生きる力を育てる金融教育の取り

組みを広く知っていただこうと、県金融広報委員

会などの主催による「金融教育公開授業in山形」

が、12月11日に左沢高校で実施されました。

　公開授業の後、左沢高校の生徒と一般の方へ向

けた講演会がふれあい会館で開かれました。講師

は、お笑いコンビのパックンマックン。お金に対

する日米の考え方の違いなどをコントを織り交ぜ

て解説し、会場を沸かせました。お二人は「将来

お金の話になったとき、生徒たちが今日の話を思

い出してくれたら嬉しいです」と話していました。

12
11 楽しく学ぶお金の知識12

９ 狙いを定めて高得点ゲット！

12
２ 懐かしのメロディで心をひとつに 12

９ みんなの個性でクリスマスを演出

11・広報おおえ

皆さんの地域の情報をどしどしお寄せください。総務課情報システム係 ☎(62)２１８７Town TopicsTown Topics



想い出の

My蔵品
まいぞうひん

皆さんの心に残る想い

出の品を、それにまつ

わるエピソードととも

にご紹介します。

★�皆さんの想い出の詰まった「宝物」はありませんか？　懐かしい写真、

　�長年愛用している道具、旅先で購入した記念の品など、なんでも結構です。

総務課情報システム係☎（６２）２１８７まで、ぜひお知らせください。

№39

ご結婚おめでとう

　区名・出身地名　 　 氏 　 名

　９　区　渡辺　裕貴
　川西町　宇津木彩香（

お誕生おめでとう

区　名　  氏　名　 性別  父母名

小漆川　山家　緋
ひづき

月　女　和記・望

藤　田　髙橋　恵
え ま

茉　女　聖也・祥子

市の沢　清野　　蒼
あおい

　女　崇広・仁美

藤　田　荒木　湊
みなと

翔　男　俊貴・美咲

ご冥福を祈ります

区　名　　氏　名　  年齢

９　区　松田　 ま（87）
上北山　林　　順一（６０）
９　区　荒木　滿雄（８６）
藤　田　庄司　栄子（７６）
６　区　柳澤俊太郎（８９）
藤　田　小松繁太郎（８３）

戸籍のまど
11月21日～12月15日受付分

　40 年ほど前、仕事で中国に行く機会があり、お土産として
箸を購入しました。そのころから自分で買ったりお土産として
頂いたりした箸をとっておいたのですが、最近整理してみたと
ころ、色々と面白いものがありました。
　一本の木を彫って作った彫刻のような箸、小豆のさやのよう
な形で中に豆の入った箸、インドネシアのお土産の箸……など、
箸といってもさまざまなものがあります。
　この中で一番珍しいのは、軍用機の風防を削って作ったとい
う箸ではないでしょうか。太平洋戦争前に作られたものらしい
のですが、なぜ我が家で保管していたのか、詳しい経緯は分か
りません。おそらく、戦前に軍に所属していた私の先祖が何か
の機会にもらったものではないかと思います。
� （５区　清野　太）

▲�清野さんが所有する珍しい箸の
数々。さまざまな大きさや形、材
質のものがあります

▲�戦前から清野さんの家にあると
いう二膳の箸。左が朝鮮半島で
売られていたと思われる箸、右
が軍用機の風防から作ったとい
う透明な箸です

編
集
後記

あけましておめでとうござ

います。旧年中の出来事

で一番印象深いことといえば、

やはり「山形ふるさとＣＭ大賞」

での大賞受賞。ＣＭをご覧に

なった町内外の方々から、想像

を遥かに超える大きな反響を頂

き、大変驚きました。ともあれ、

多くの皆さんのご協力があって

こそ勝ち得た大賞です。本当に

ありがとうございました。ＣＭ

に限らず、ＰＲするにはやっぱ

り中身が重要。今年も町の魅力

発掘と発信のため、猪突猛進の

勢いでがんばります！

� （伊藤智治）
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